
客
引
き
条
例
改
正

奈
良 

直
史
（
２
期
）

市
民
福
祉
常
任
委
員
会 

委
員
長

木
材
利
用
促
進

　
令
和
２
年
12
月
議
会
以
来

の
質
問
。
山
に
は
収
穫
期
を

迎
え
た
木
で
溢
れ
か
え
り
、

「
伐
っ
て
使
っ
て
植
え
て
育

て
る
」
サ
イ
ク
ル
構
築
と
、

公
共
施
設
更
新
時
に
お
け
る

木
質
化
推
進
を
訴
え
、
計
画

中
の
三
田
児
童
館
建
替
計
画

が
木
造
に
よ
り
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

客
引
き
条
例
の
改
正
実
現

　
今
議
会
で
は
市
客
引
き
行

為
等
防
止
条
例
が
改
正
さ

れ
、
居
酒
屋
や
カ
ラ
オ
ケ
店

等
、
指
定
営
業
が
拡
大
。
事

業
者
へ
の
規
制
、
指
導
時
の

権
限
、
罰
則
強
化
と
、
令
和

６
年
９
月
議
会
で
質
疑
・
指

摘
し
た
事
項
は
す
べ
て
改
正

へ
反
映
。
駅
北
口
周
辺
の
環

境
改
善
を
目
指
し
ま
す
。

　
令
和
新
時
代
、
将
来
を
見

据
え
た
街
づ
く
り
を
目
指

し
、
若
い
力
が
結
集
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
様
の
声
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
政
策

提
言
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
報
告 Vol.23

先
を
見
据
え
た
政
策
集
団
！

厚
木
市
議
会
会
派 

ネ
ク
ス
ト
あ
つ
ぎ

先を見据えた
政策集団！

厚木市議会会派  vol.23議会報告

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る

災
害
に
強
い
都
市
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
あ
つ
ぎ
の
道
づ
く
り
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
．【
山
口
貴
裕
市
長
答
弁
】

　
あ
つ
ぎ
の
道
づ
く
り
計
画

は
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
環
境

づ
く
り
、
安
心
・
安
全
な
道

路
空
間
の
形
成
、
多
様
な
道

路
機
能
の
維
持
と
活
用
の
３

つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
施

策
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
中
心
市
街
地
へ
の
交
通
の

流
入
を
分
散
す
る
機
能
を
有

す
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
、
本
年

は
、
酒
井
長
谷
線
や
本
厚
木

下
津
古
久
線
の
一
部
が
開
通

し
ま
し
た
。
ま
た
、
県
と
連

携
し
た
戸
室
交
差
点
の
改
良

の
ほ
か
、
歩
道
・
自
転
車
走

行
空
間
の
整
備
や
、
通
学
路

の
安
全
対
策
を
推
進
し
、
道

路
利
用
者
の
目
線
で
、
人
に

や
さ
し
い
道
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
厚
木
市
防
災
都
市
づ
く

り
計
画
の
現
状
と
課
題
は
。

Ａ
．【
山
口
貴
裕
市
長
答
弁
】

　
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化

す
る
防
災
・
減
災
対
策
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
、
早
期
復
興
を
進
め

る
事
前
準
備
を
兼
ね
備
え
た

計
画
と
し
て
令
和
５
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
。
３
Ｄ
デ

ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、

様
々
な
災
害
リ
ス
ク
の
共
有

を
図
り
、
復
興
事
前
準
備
の

理
解
と
知
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
復
興
ま
ち
づ
く

り
訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
時
か
ら
市
民
・
事
業

者
・
行
政
が
互
い
に
災
害
に

対
す
る
リ
ス
ク
を
正
し
く
理

解
し
、
備
え
る
、
復
興
対
策

の
取
組
が
重
要
。
今
後
は
、

本
計
画
を
活
用
し
、
誰
も
が

～
12
月
議
会
一
般
質
問
～

防
災
都
市
づ
く
り
に
つ
い
て

髙
橋 

豊
（
３
期
・
会
派
代
表
）

中
心
市
街
地
活
性
化
特
別
委
員
会 

委
員
長

　
平
成
22
年
の
研
究
会
設
立

以
来
、
約
15
年
の
歳
月
を
か

け
て
進
め
て
き
た
造
成
工
事

等
が
11
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
現
在
、
進
出
企
業
の
事

業
所
や
物
流
拠
点
な
ど
の
建

設
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
（
黄
色
面
）

　
区
画
整
理
面
積
27
万
６
千

㎡
の
う
ち
約
10
万
㎡
に
進
出

す
る
㈱
明
治
は
、
現
３
工
場

を
併
合
し
て
令
和
９
年
３
月

竣
工
を
め
ざ
し
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
な
ど
を
中
心
に
生
産
す
る

神
奈
川
新
工
場
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

本
厚
木
下
津
古
久
線
の
一
部
と

酒
井
長
谷
線
の
開
通

　
昨
年
７
月
24
日
に
酒
井
長

谷
線
（
青
線
）
が
開
通
、
続

い
て
11
月
24
日
に
本
厚
木
下

津
古
久
線
の
一
部
（
赤
線
）

が
開
通
し
ま
し
た
。
２
路
線

と
も
に
酒
井
土
地
区
画
整
理

酒
井
土
地
区
画
整
理
内
の

造
成
工
事
が
完
了

神
子 

雅
人
（
６
期
）

厚
木
市
監
査
委
員
・
総
務
企
画
常
任
委
員
会

地
区
に
接
道
し
て
お
り
、
区

画
整
理
内
や
周
辺
の
事
業
所

や
住
民
の
交
通
の
利
便
性
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
し
た
。

　
相
川
地
区
で
は
、
高
規
格

道
路
や
国
道
な

ど
幹
線
道
路
が

集
積
し
、
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
拡
充
さ
れ
、

渋
滞
の
解
消
と

交
通
の
円
滑
化

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

時
代
を
迎
え
、
人
口
を
維
持

し
つ
つ
、
魅
力
あ
る
人
々
か

ら
選
ば
れ
る
ま
ち
を
構
築
し

次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
た
め

に
議
会
・
行
政
に
は
大
き
な

役
割
と
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
本
厚
木
駅
周
辺
で

は
来
年
５
月
の
完
成
予
定
と

な
る
市
役
所
新
庁
舎
や
未

来
・
図
書
館
な
ど
か
ら
な
る

複
合
施
設
の
建
設
が
進
み
、

郊
外
の
地
域
に
お
い
て
も
、

線
引
き
見
直
し
に
よ
っ
て
、

新
た
な
６
つ
の
地
区
（
長

谷
、
山
際
、
山
際
北
部
片

平
、
玉
川
、
飯
山
）
が
新
市

街
地
ゾ
ー
ン
に
位
置
付
け
ら

れ
新
た
な
産
業
系
の
土
地
利

用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
更

に
、
本
厚
木
駅
北
口
再
整
備

計
画
や
本
庁
舎
跡
地
へ
の
ア

リ
ー
ナ
構
想
の
計
画
は
、
将

来
に
わ
た
る
厚
木
市
発
展
の

未
来
を
拓
く

厚
木
の
ま
ち
づ
く
り

瀧
口 

慎
太
郎
（
４
期
）

議
長
／
環
境
教
育
常
任
委
員
会

礎
を
築
く
、
大
規
模
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
、
12
月
議
会
に
お
い

て
市
長
よ
り
厚
木
市
の
今
後

10
年
間
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と

な
る
、
第
11
次
厚
木
市
総
合

計
画
基
本
構
想
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
つ
な
が
る
未
来
都
市

Ａ
ー
Ｔ
ー
Ｓ
ー
Ｕ
ー
Ｇ
ー
Ｉ

と
し
て
人
・
技
術
・
自
然
が

つ
な
が
る
こ
と
で
、
先
進
技

術
と
伝
統
、
都
市
と
自
然
、

多
様
な
市
民
が
調
和
す
る
こ

と
で
、
新
し
い
価
値
を
創
造

し
、
市
民
が
ふ
る
さ
と
厚
木

に
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
共

創
の
ま
ち
を
目
指
す
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

　
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た

厚
木
市
の
豊
か
な
地
域
特
性

を
活
か
し
た
、
商
工
業
や
農

畜
産
業
、
観
光
業
は
大
き
な

誇
り
。
市
議
会
と
し
て
の
政

策
提
言
、
要
望
を
推
進
し
、

行
政
と
強
い
連
携
を
図
り
、

地
元
産
業
を
軸
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
市
全
域
に
お
け
る

活
力
あ
る
厚
木
の
ま
ち
づ
く

り
を
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

～
知
ら
な
い
で
は
済
ま
な
い
～

自
転
車
青
切
符
制
度

田
口 

孝
男
（
３
期
）

総
務
企
画
常
任
委
員
長

連
事
故
の
割
合
が
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
②
自
転
車
と
歩

行
者
の
事
故
件
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
③
自
転
車
乗

用
中
の
死
亡
・
重
傷
事
故
の

う
ち
約
４
分
の
３
に
は
自
転

車
側
に
も
法
令
違
反
が
あ
る

こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
違
反
行
為
と
反
則
金
は

　
１
１
３
の
交
通
違
反
に
つ

い
て
反
則
金
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
主
な
反
則
金
は
▽
携
帯

◆
自
転
車
に
も
罰
金

　
２
０
２
４
年
５
月
に
公
布

さ
れ
た
改
正
道
路
交
通
法
に

よ
り
、
い
よ
い
よ
本
年
４
月

か
ら
自
転
車
の
交
通
違
反
者

に
反
則
金
が
課
せ
ら
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
青
切
符
」
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

◆
な
ぜ
自
転
車
に
も
？

　
自
転
車
青
切
符
制
度
が
導

入
さ
れ
る
背
景
に
は
①
全
交

通
事
故
に
占
め
る
自
転
車
関

電
話
の
「
な
が
ら
運
転
」
１

万
２
千
円
▽
信
号
無
視
、
通

行
区
分
違
反
６
千
円
▽
無
灯

火
運
転
、
傘
さ
し
・
イ
ヤ
ホ

ン
５
千
円
な
ど
。

◆
歩
道
通
行
に
罰
金
？

　
「
自
転
車
は
車
道
通
行
が

原
則
」
だ
が
子
ど
も
や
お
年

寄
り
、
車
道
走
行
が
危
険
と

認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど
は
除

外
さ
れ
ま
す
。
ル
ー
ル
を

守
っ
て
の
歩
道
通
行
は
対
象

と
せ
ず
、
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
な
行
為
や
警
察
官
の
警

告
に
従
わ
な
い
場
合
な
ど
に

限
っ
て
対
象
と
し
て
い
る

が
、
多
く
の
人
は
歩
道
走
行

時
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
。

◆
自
転
車
安
全
教
育
推
進
を

　
取
り
締
ま
り
対
象
は
16
歳

以
上
。
し
か
し
子
ど
も
た
ち

が
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
を

学
ぶ
機
会
は
少
な
い
。
家

庭
・
学
校
・
地
域
で
誰
が
い

つ
教
え
る
の
か
、
責
任
あ
る

自
転
車
安
全
教
育
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
私
は
様
々

な
機
会
を
と
ら
え
こ
の
こ
と

を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス

　
急
を
要
す
る
も
の
は
別
と

し
て
、
週
末
に
週
明
け
を
〆

切
と
す
る
よ
う
な
仕
事
の
依

頼
は
控
え
る
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ウ
ィ
ー
ク

リ
ー
ス
タ
ン
ス
と
し
て
建
設

業
で
数
年
前
か
ら
取
組
が
始

ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
全
庁

的
な
取
組
と
し
て
導
入
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

中
津
川
河
川
用
地
の
活
用

　
中
津
川
は
平
成
７
年
の
宮

ケ
瀬
ダ
ム
湛
水
以
来
、
高
い

治
水
機
能
を
発
揮
す
る
傍

ら
、
愛
川
町
か
ら
厚
木
市
の

中
津
川
河
川
で
は
樹
木
な
ど

が
繁
茂
し
、
防
災
上
好
ま
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
摩
川
や
荒
川
、
墨
田
川

で
は
自
然
環
境
や
地
域
社
会

と
の
調
和
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
厚
木
市
に
お
い
て
は
鮎

釣
り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
空
間
等

の
活
用
が
見
込
め
る
た
め
、

改
め
て
河
川
空
間
の
活
用
を

求
め
ま
し
た
。

～
12
月
議
会
一
般
質
問
～

防
災
力
と
森
林
整
備

山
口 

保
子
（
１
期
）

広
報
広
聴
特
別
委
員
会 

副
委
員
長

Ｑ
．
防
災
力
の
向
上
の
現
状

と
今
後
の
取
組
は
。

Ａ
．【
山
口
貴
裕
市
長
答
弁
】

　
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
本
市
で
は
自
助
・
共
助

と
し
て
、
家
庭
で
の
備
え
の

啓
発
や
自
主
防
災
組
織
の
強

化
、
実
践
的
な
防
災
訓
練
の

実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
公
助
の
取

組
は
、
避
難
所
の
環
境
改
善

や
物
資
供
給
体
制
の
構
築
、

公
共
施
設
の
耐
震
化
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
携
帯
ト

イ
レ
、
飲
料
水
等
の
家
庭
で

の
備
蓄
の
充
実
を
啓
発
し
、

企
業
等
と
の
連
携
強
化
や
、

防
災
行
政
無
線
や
防
災
井
戸

な
ど
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
推
進
し
、
防
災
力
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
．
森
林
整
備
の
現
状
と
課

題
及
び
今
後
の
取
組
は
。

Ａ
．【
山
口
貴
裕
市
長
答
弁
】

　
本
市
で
は
里
山
を
中
心
と

し
た
整
備
や
、
林
業
事
業
者

へ
の
補
助
等
を
行
う
な
ど
、

水
源
保
全
に
資
す
る
森
林
の

再
生
を
進
め
、
森
林
の
多
面

的
機
能
の
回
復
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
県
で
は
、
こ
の
20

年
間
の
計
画
終
了
に
伴
い
、

令
和
９
年
度
か
ら
の
次
期
計

画
策
定
に
向
け
て
、
関
係
市

町
村
と
と
も
に
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
。
こ
れ
ま

で
、
人
工
林
を
中
心
と
し
た

森
林
整
備
で
課
題
と
な
っ
て

い
た
、
里
山
林
な
ど
の
整
備

等
の
市
町
村
の
課
題
解
決
に

も
向
け
、
協
議
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
未
来
に
受
け
継

ぐ
森
林
の
保
全
・
再
生
に
資

す
る
継
続
的
な
整
備
や
、
更

な
る
厚
木
市
産
木
材
の
利
用

促
進
に
つ
い
て
も
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ａ
．
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
購
入
方
法
や
販
売

価
格
を
踏
ま
え
、
御
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者

の
皆
様
が
安
心
し
て
外
出
で

き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
土
地
区
画
整
理
事
業
】

Ｑ
．
土
地
区
画
整
理
事
業
の

現
状
と
今
後
の
予
定
は

Ａ
．
神
奈
川
県
に
お
い
て
令

和
７
年
11
月
11
日
付
け
で
告

【
市
営
斎
場
】

Ｑ
．
火
葬
炉
増
設
の
予
定
は

Ａ
．
火
葬
炉
の
増
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
議
会
に
お

き
ま
し
て
補
正
予
算
を
上
程

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
令
和
９
年
１
月
の
供

用
開
始
を
目
途
に
、
整
備
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
高
齢
者
外
出
支
援
】

Ｑ
．
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
の
今

後
の
方
向
性
は
。

市
営
斎
場
の
予
約
混
雑

解
消
へ
向
け
て
！

堀
江 

克
己
（
１
期
）

環
境
教
育
常
任
委
員
会

示
さ
れ
た
第
８
回
線
引
き
見

直
し
に
よ
り
、
山
際
北
部
地

区
、
山
際
地
区
、
（
仮
称
）

厚
木
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
地
区
（
飯
山
地
区
）
、

長
谷
地
区
、
南
部
産
業
拠
点

(

片
平
地
区)

及
び
玉
川
地
区

の
６
地
区
、
合
計
約
１
７
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
、
一
般
保
留

フ
レ
ー
ム
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
各
地

区
に
お
い
て
、
権
利
者
組
織

に
よ
る
検
討
・
調
整
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

は
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

般
的
に
は
権
利
者
組
織
で
あ

る
準
備
委
員
会
に
よ
り
、
同

意
率
の
向
上
や
計
画
策
定
が

な
さ
れ
、
そ
の
計
画
に
基
づ

き
国
、
県
等
と
農
林
漁
業
調

整
や
交
通
協
議
な
ど
の
調
整

を
実
施
し
、
都
市
計
画
手
続

き
を
経
て
、
組
合
設
立
と
同

時
に
市
街
化
区
域
へ
編
入
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
目
標
年

次
は
令
和
17
年
と
し
て
お
り

ま
す
。

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
も
産
業
を
誘
致
し
て

経
済
基
盤
を
強
化
し
、
厚
木

市
の
「
働
け
る
ま
ち
づ
く

り
、
住
み
た
い
・
子
育
て
し

た
い
ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
あ

る
あ
つ
ぎ
づ
く
り
」
を
進
め

る
と
同
時
に
、
心
か
ら
安
心

し
て
安
全
を
感
じ
る
相
川
地

区
を
つ
く
っ
て
参
り
ま
す
。


